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１．はじめに 

文化的景観は、「地域における人々の生活又は生業及

び当該地域の風土により形成された景観地で我が国民

の生活又は生業の理解のため欠くことのできないもの」

と定義される。国が選定する重要文化的景観制度は、従

来の凍結的な文化財保全と異なり、適切な変化を許容

し動態的な景観地の保全を可能とする。集落の土地利

用は個人及びコミュニティに任される部分も多く、個

人レベル・コミュニティレベルでの保全意識の変容を

考慮する必要がある。 

 文化的景観の保全は、風景への価値づけを軸に、観光

的活用や歴史的環境の保全運動を進める。黒田 1)は、「文

化的景観の保全とは何か」という立場から、地域にもた

らした影響を調査し、結果の一つに風景へのまなざし

の変化を挙げた。しかし、個人レベルでの認識に着目し

て研究は進めていない。 

 本研究の目的は、重要文化的景観に選定された天草

市﨑津地区において、風景の捉え方の変容を考察する

ことである。そのために、ライフヒストリーの語りから、

風景の捉え方の構造を分析した。 

２．風景の捉え方の調査・記述法 

(1) 調査手法 
 谷 2)はライフヒストリーを「過去から現在に至るまで

の時間幅で対象者を捉えることができる」と言及した。

語りからは、どこで•何をして•どう感じ•今はどう感じ

るか、風景の様子や地域の出来事と主体の感情を切り

離さず、風景の捉え方の構造を分析できると考えた。 

(2) 対象地概要 
 本研究の対象地である﨑津地区は、熊本県天草市の

下島南西部に位置し、羊角湾内に位置する。﨑津教会を

シンボルに、集落全体で独特の漁村景観を有し、現在で

は観光客が多く訪れる。 

 

３．風景の位置づけの変遷 

本章では、文化的景観の保全プロセスにおける、﨑津

地区の風景の位置づけの変化を整理した（表-1）。 

(1) 風景に関わる政策の変遷 
 2006 年に世界文化遺産の国内暫定リストに掲載され

たことを契機に始まった、風景保全に関する政策の変

遷を整理した。 

表−1 﨑津地区での文化的景観に関わる年表 
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(2) 地域における取り組みの変遷 
 文化的景観保全の取り組みが始まって以降の、地域

における取り組みを整理した。 

(3) 社会的関心の変遷 
 新聞記事は社会一般の興味関心を反映するメディア

である 3)。﨑津の風景への社会的な興味関心を整理した。

﨑津の風景は、被写体や芸術作品など、教会を中心に見

るものとして取り上げられていた。しかし近年では、生

活を体感する場として取り上げられることが増えてお

り、興味関心の対象が集落全体に広がっている。 

 

４．語りから見る風景の捉え方の構造 

 本章では、ライフヒストリー調査によって得た語り

の主題と構成を整理し、捉え方の構造を分析した。 

(1) 調査結果 
 表-2 に、調査対象者を示した。﨑津の風景や地域の出

来事について、主観的に自由に話せるよう聞き取った。

また、風景に対する価値観や考え方についても聞き取

った。筆者が質問をする場合には全対象者に共通する

項目のみ尋ね、調査は各 1〜２時間ほど行った。 

(2) 語りの構成の分類 
 呉 4)による風景体験の語りの分類を参考に、話の主題

が変わる瞬間を切れ目に、語りの単位として設定した。

語りの内容を「空間・風景」「出来事・体験」「評価・意

味づけ」の要素に分け、整理した。また主題に対する主

体の評価・意味づけの有無、その視点について整理し、

語りの叙述構成を分類した（表-3）。 

・幼少期の風景に対する評価・意味づけは、主体の体験

や記憶をもとに、現在との比較で語ることが多い。 

・風景保全に対する評価・意味づけは、他コミュニティ

との比較か、過去の生活経験を基に語ることが多い。 

 

・主張や演説的な語りは、特定の出来事に対して言及し

ておらず、評価・意味づけに時間的な視点がない。 

などの特徴が挙げられた。風景に対する記憶の構造に

ついて、主体の語りを元に分析を進める。 

 

５．風景の捉え方の変容 

 最後に，「風景の変遷」と「風景の捉え方の構造」を

もとに、風景の捉え方の変容について考察した。 

(1) 評価・意味づけの構造 
語りの対象や主題が同じでも、主体の評価や意味づ

けの視点によって、語り方が異なる。評価・意味づけの

構造を分析する。 

(2) 風景の捉え方の変容に関する考察 

 風景の捉え方の変容に個人差が出る要因に、風景の

客体化の有無が考えられる。今後は、個人の経験や記憶

をもとに、意味づけの蓄積に着目して考察する。 
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表−2 調査対象者 

表−3 語りのタイプ分類 
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